
次世代への継承

情報発信

地元との対話

地域と廃炉

デブリの取り出し 除染

廃炉までの道筋

地元の人の関心を
得られるような
情報発信を
心掛けるべき

廃炉の対話や「ぼいすふろむふくしま」など
地域との対話があることを周りの人は知らない

想定以上の損傷だったか
らデブリが取り出せない場所に

残ってしまったのか？

チョルノービリの
石棺のようにして

そっとしておくみたいなことが
できるのか？

現実的にどのようなスケジュールになるのか？

「原発事故」の言葉に
込められている意味合いが複雑

避難者でありながらF1で働く当事者もいて
それぞれの物語があり、そこは無視しないで欲しい

東京電力に対する
敵対心ではなくて

共に考えるという考え方も
今後はすごく重要

廃炉そのものは問題がない
ただ40年ほどではできるわけがない

しかしそれはそれでよい
ただ、生活は廃炉とは別

放射線を伝える際、物理だけではなく歴史とか社会学、
政治学まで入れたテキストがあるといい

海外の取り組み

廃炉事業、除去土壌の
管理管轄責任の所在はどこか

廃炉するのに30年～40年と言っている中、今14年経過する中で残りの16年ではどうやったって無理
できないならできないと国が示すことも必要では？

廃炉の全体像は
誰がどのように描くのか

事故・廃炉の担当、中間貯蔵、
廃炉の賠償など担当省庁が
バラバラなのはなぜか

廃炉の実現において最も重要なこと、
または障害になっていることは何か

現在人が入れるようになっている地域は
人体に影響がない線量だという

理解でいいのか

廃炉について私たちが
知りたいこと

話し合いたいこと

地域との対話も必要だが
廃炉に関わる組織内の対話も必要では

コミュニケーションは本来双方向のもの
住民も学び、対話する姿勢が必要

関心がないと捉えられるかもしれないけど
事故前から原発のことは

タブーでなかなか話せないというのがある

廃炉後

情報発信と風化のバランスを
どう取るべきかは難しい問題
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